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【公益事業①】          

 公益事業①については「ドナルド・キーン・センター柏崎」の運営に関わる諸事業で主なものは次

のとおりです。 

 

１. 入館状況  （２０23 年４月１日～２０24年３月３１日) 

開館日 入館者数 大人 中高生 小学生 入館料収益 

192 日 1,752 人 1,656 人 87 人 9 人 657,680 円 

  (参考：２０22 年度) 

開館日 入館者数 大人 中高生 小学生 入館料収益 

193 日 1,386 人 1,375 人 6 人 5 人 519,050 円 

  (参考：2021 年度) 

開館日 入館者数 大人 中高生 小学生 入館料収益 

183 日 1,914 人 1,796 人 43 人 75 人 688,650 円 

 COVID-19の 5類移行もあり自粛も多少収まりつつ、また財団設立・公益財団法人移行から４月で 

１０年、ドナルド・キーン・センター開館から９月で１０周年を迎えた本年度は、感染防止のため 

の対策を継続しながら開館を継続しました。新聞等による広告も新潟県内に限定しての出稿を 

継続しておりますが、首都圏や遠方地からの来客もかなり戻ってきている状況です。 

  開館１０周年特別企画展である「未来への伝言 高橋義樹、ドナルド・キーンの太平洋戦争」の 

 オリジナリティーある内容も相まって来館者の反応も良く、１０周年を機とした再来館の行動もあ 

り、キーン先生関係の他館での展示会等の波及効果も多少あって、３年目を迎えた新潟県美術館・ 

博物館支援事業「にいがたぐるっとミュージアム」等の効果はそれほどでもないものの、諸々誘客 

に努めた結果現時点では来館者数については計画を上回る状況(累計にて達成率１１６．８％)とな 

っております。 

       

２. 展示活動 

本年度は上記の通り、開館期間中ドナルド・キーン・センター柏崎 開館１０周年記念特別企画展

「未来への伝言 高橋義樹、ドナルド・キーンの太平洋戦争」を開催し、ドナルド・キーン先生の 

日本文学研究の 1つの原点である太平洋戦争を見つめ直すと同時に、ハワイ日本兵捕虜収容所で出 

会ったドナルド・キーンと高橋義樹(筆名 堀川潭)の二人の人生に秘められたエピソードを通して、 

戦争と人間を見つめました。 

 

３. 普及活動 

  本年度においては、事業計画(２０２３年６月定時評議員会資料)にて、財団設立・センター開館

１０周年の節目にあたることから、規模の大きなもの・センター以外の会場でのイベント等の実施

も含め、積極的に開催する計画としており、①１０周年記念式典・講(公)演会、②公益財団法人ブ

ルボン吉田記念財団文学・平和アワード表彰式・記念鼎談会 の開催の他、人形浄瑠璃猿八座公演

を２回(６月・１１月)・特別企画展ギャラリートークを３回(計画では２回)、中津副館長連続講演

会 1 回の他、大型映像ホールで映像ライブラリーを観る会及びロビーを使っての「クレデンザを愉

しむ会」(毎月１回開催・ボランティア主催)等についてほぼ計画通りの実施をしております。実施

した活動は以下の通りです。 
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（１）講座・講演会等   

  ①財団設立・センター開館１０周年記念式典、記念特別講演・英語歌舞伎公演会の開催 

 開催日時：２０２３年９月２３日(土祝) １３:００～１７:１５ 

 会 場：柏崎市産業文化会館文化ホール 

 内 容：１３:００～１３:５０ 第一部 記念式典 

      吉田理事長挨拶・来賓祝辞・特別表彰・１０周年記念誌制作報告 

     １４:００～１５:１０ 第二部 記念特別講演会 

      講師：平野啓一郎氏 演題「ドナルド・キーンさんの思い出」 

     １５:２５～１７:１５ 第三部 記念英語歌舞伎「弘知法印御伝記」柏崎公演 

      出演：ローレンス・コミンズポートランド州立大学教授、越後角太夫(キーン 

         誠己)、ジェイコブ・スターベン他 

 入場料：大人１，０００円(高校生以下無料) 入場料収入：１５９，０００円 

 入場者数：２４６名(入場チケット枚数より) 

  ②公益財団法人ブルボン吉田記念財団文学・平和アワード表彰式・記念鼎談会 

 開催日時：２０２３年１０月２２日(日) １３:００～１６:００ 

 会 場：柏崎市市民プラザ波のホール 

 内 容：１３:００～１４:００ 第一部  

公益財団法人ブルボン吉田記念財団文学・平和アワード表彰式 

      吉田理事長挨拶・審査員紹介・審査講評・表彰・受賞者代表挨拶 

１４:２０～１６:００ 第二部 記念鼎談会 

      講師：キーン誠己氏、ジャニーン・バイチマン氏、角地幸男氏 

 演題「ドナルド・キーンが遺したもの 未来への伝言」 

 入場料：無料  入場者数：８５名(入場チケット枚数より) 

  ③人形浄瑠璃「猿八座」公演 

〇人形浄瑠璃猿八座公演「信太妻」 

 開催日時：２０２３年６月４日(日) １３:３０～１５:００ 

 会 場：㈱ブルボン統合研修センター３階多目的ホール 

 内 容：「信太妻」「へっこき嫁どん」 

 参加料：猿八座応援金として１，０００円/人・全額猿八座へ寄贈(別途入館料必要) 

 入場者数：４４名(マスコミ取材・ボランティア応援者含む) 

〇人形浄瑠璃猿八座公演「越後國柏崎弘知法印御伝記」 

 開催日時：２０２３年１１月５日(日) １３:３０～１５:３０ 

 会 場：㈱ブルボン統合研修センター３階多目的ホール 

 内 容：「越後國柏崎弘知法印御伝記」初段～三段目 

 参加料：猿八座応援金として１，０００円/人・全額猿八座へ寄贈(別途入館料必要) 

 入場者数：５４名(マスコミ取材・ボランティア応援者含む) 

  ④講演会他 

〇企画展ギャラリートーク① 

 開催日：２０２３年４月１日(土) １１:００～ 会場：２階特別企画展室 

 説明者：中津副館長・石黒学芸員  参加料：無料(別途見学料必要)  参加者：１８名 
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〇企画展ギャラリートーク② 

 開催日：２０２３年４月２日(日) １１:００～ 会場：２階特別企画展室 

 説明者：中津副館長・石黒学芸員  参加料：無料(別途見学料必要)  参加者： ４名 

〇企画展ギャラリートーク③ 

 開催日：２０２３年８月１９日(土) １３:３０～ 会場：２階特別企画展室 

 説明者：中津副館長・石黒学芸員  参加料：無料(別途見学料必要)  参加者：１４名 

  ⑤定期講演会・連続イベント 

○中津義人副館長連続講演会「ドナルド・キーンの遺したもの」 

 開催日：２０２３年７月３０日(日) １３:３０～１５:００ 

 講 師：中津義人副館長  会 場：ドナルド・キーン・センター柏崎大型映像ホール 

 参加料：無料(別途見学料必要)    参加者：３１名 

   ○大型映像でみる「ＤＫＣＫ映像ライブラリー」 

 いずれも、 

 会 場：ドナルド・キーン・センター柏崎 大型映像ホール 

 参加料：無料(別途見学料必要) 

 ２０２３年 ４月２３日(日)     参加者： ６名 

 ２０２３年 ５月２８日(日)     参加者： ５名 

 ２０２３年 ６月１８日(日)     参加者： １２名 

 ２０２３年 ７月１６日(日)     参加者： ５名 

 ２０２３年 ８月２０日(日)     参加者：  ８名 

 ２０２３年 ９月１７日(日)     参加者： ９名 

 ２０２３年１０月１５日(日)     参加者： ４名 

 ２０２３年１１月１９日(日)     参加者： ７名 

 ２０２３年１２月１７日(日)     参加者： ７名  合計 ９回 参加者： ６３名 

   〇クレデンザを愉しむ会(クレデンザによるＳＰレコード鑑賞会) 

 いずれも、 

 会 場：ドナルド・キーン・センター柏崎 ロビー 

 参加料：無料   主 催：ドナルド・キーン・センター柏崎ボランティア 

    ２０２３年 ４月 ９日(日)      参加者：１５名 

    ２０２３年 ５月１４日(日)      参加者：１５名 

    ２０２３年 ６月１１日(日)      参加者：１８名 

    ２０２３年 ７月 ９日(日)      参加者：１３名 

    ２０２３年 ８月  ６日(日)      参加者：１０名 

    ２０２３年 ９月１０日(日)      参加者：１５名 

    ２０２３年１０月 ８日(日)      参加者：２５名 

    ２０２３年１１月１２日(日)      参加者：２１名 

    ２０２３年１２月１０日(日)      参加者：２８名  合計 ９回 参加者：１６０名 

⑥その他 

   〇ドナルド・キーン・センター柏崎１０周年記念茶会「一日静閑一日福」 

    開催日：２０２３年６月２５日(日) １０：００～１５:００ 

    会 場：ドナルド・キーン・センター柏崎(屋内・ロビー)、 

㈱ブルボン統合研修センター大ホール 
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    主 催：ドナルド・キーン・センター柏崎ボランティア 

    参加料(お茶席券)：５００円  参加者：１２８名 

   〇西生寺での「越後國柏崎弘知法印御伝記」上映会開催 

    開催日：２０２３年１０月１日(日) ９:００～１２:００ 

会 場：西生寺(長岡市寺泊野積 8996・弘智法印即身仏霊場) 

    内 容：BS-TBSで放映された「ブルボン新春スペシャル『３００年の時空を超えて  

幻の古浄瑠璃東京見参！』の映像上映 

    参加者：４８名 

（２）地域との連携事業 

   地域との連携については、例年同様、当センターの地域密着と幅広い世代に親しんでもらう事 

  を目的に教育分野、地域サークル等との連携を図る計画でしたが、本年度は柏崎市内中学校での 

定期的なパネル展示を実施・継続しました。なお、観光ちょっ得タクシーについては、実施機関 

の柏崎観光協会が２０２３年度は企画・運営しないとの決定により、当センターとしても実施・ 

経費負担等はありませんでした。 

〇柏崎市内中学校でのパネル展示 

 柏崎市内１３中学校に、年４回(１回当り１か月)「ドナルド・キーンの太平洋戦争」のテーマ 

でパネルを３枚校内に掲出いただいております。 

・第１回 ５月２２日～  人生でいちばん心が暗かったとき・「源氏物語」に心うばわれる・    

             いやな現実を忘れたくて… 

・第２回 ８月２４日～  太平洋戦争が始まった日・悪夢が現実に…かくなるうえは…・ 

             日本語を学びたい一心で 

・第３回 １１月２０日～ 海軍に入隊・戦死した日本兵の日記帳・最初の日本人の親友は 

・第４回 ２月１３日～  はじめて戦場へ・戦場で見た光景・なぜ捕虜にならずに死を選ぶの 

             か 

〇「教育センター研修講座：教育課程人材育成講座」(柏崎市刈羽郡学校教育研究会主催)への 

講師派遣 

・日 時 ６月２８日(水) １４：００～１６:３０ 

・会 場 柏崎市市民プラザ波のホール 

・当センターから講師を派遣する形にて、ジャニーン・バイチマンさん(大東文化大学名誉教授・ 

キーン先生の教え子の一人)より「ドナルド・キーン：わが師、わが友」の内容にて講演いただ 

きました。  

  〇新潟産業大学シンポジウム「国際日本学の現在 Global Historyのなかでの日本研究の可能 

性」への後援 

  ・日 時 ３月２３日(土) １３:００～１７:０５ 

  ・会 場 新潟産業大学２０２教室(対面参加者８０名) ※オンライン参加８０名 

  ・研究発表 1として、L・コミンズ米国ポートランド州立大学名誉教授による「弘知法印御伝記～ 

大学生英語版歌舞伎公演を作るチャレンジと喜び」のテーマにて講演があり、財団・センター 

として当シンポジウムを後援しました。 

（３）協力ボランティア事業 

 ボランティア協力活動については、センターの運営を支えていただく大きな、太い柱になって

おります。ボランティア主催の勉強会や読書会、ロビー展を定期的に開催することで、ボランテ

ィア組織の質的向上、地域密着そして口コミによる集客効果に繋がっております。本年度は以下
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ロビー展の開催を行ないました。柏崎市内・近郊を中心とした来館促進に大いに貢献していただ

いたと考えております。また通常の見守り・案内説明の活動についても COVID-19他感染症対策に

て除菌活動を継続しながら行なっていただいております。 

① ロビー展の開催＆講演会 ロビー展 ５回、講演会 ０回 

４月２日～１６日 「宮嶋美恵子 彩華」展 

    期間内ロビー展のみ見学者数：５５名 

   ５月７日～２１日 「和紙(紙)にあそぶ 木村秋雄」展 

    期間内ロビー展のみ見学者数：１８２名 

   ６月１日～３０日 「下田歌子とその時代」展 

    期間内ロビー展のみ見学者数：３７名 

   ７月２日～１６日 「撮り鉄写真展 横山昌二」展 

    期間内ロビー展のみ見学者数：５０名 

   ８月６日～２０日 「四季のトールイベント くらしを彩る小物 ～Prime rose 小山睦」展 

    期間内ロビー展のみ見学者数：５５名 

   １２月３日～１７日「ドナルド・キーン・センター柏崎 ボランティア１０年の歩み」展 

    期間内ロビー展のみ見学者数：１２名 

② ボランティア文化部による読書会の開催 ５回 

４月 ８日(土)  会 場：㈱ブルボン統合研修センター３階多目的ホール 参加者： ８名 

６月 ３日(土)  会 場：㈱ブルボン統合研修センター３階多目的ホール 参加者：１０名 

８月  ５日(土) 会 場：㈱ブルボン統合研修センター３階多目的ホール 参加者： ９名 

１０月７日(土) 会 場：㈱ブルボン統合研修センター３階多目的ホール 参加者：１０名 

１２月２日(土) 会 場：㈱ブルボン統合研修センター３階多目的ホール 参加者：１０名 

（４）他機関への事業協力 

   昨年度ドナルド・キーン生誕１００年に当り、県立神奈川近代文学館「生誕１００年ドナルド・ 

キーン展‐日本文化へのひとすじの道‐」(特別協力:一般財団法人ドナルド・キーン記念財団・ 

編集協力:キーン誠己、開催期間：５月２８日(土)～７月２４日(日))への協力を行ない、パネル・ 

資料等を貸し出した他、財団・センターとして協力団体として名前を掲出しました。なおドナル 

ド・キーン生誕１００年記念展としては、これ以外に、軽井沢高原文庫「生誕１００年ドナルド・ 

キーン展 軽井沢と日本語の美」(７月１６日(土)～１０月１０日(月祝))・京都文化博物館「ド 

ナルド・キーン生誕１００年記念 ドナルド・キーンと画家・井澤元一」(８月６日(土)～１０月 

２日(日))の開催がありました。 

 本年度も、 

〇松山市立子規記念博物館(愛媛県) ９月２日(土)～１０月１６日(月) 

 「ドナルド・キーンのみた『正岡子規』 俳句革新者の探究」 

〇高志の国文学館(富山県) ９月２４日(日)～１１月２７日(月) 

 「富山新聞創刊１００年記念 ドナルド・キーン 世界から見た日本文学展」 

〇田原市博物館(愛知県)  １０月７日(土)～１２月３日(日) 

 「特別展 ドナルド・キーンと渡辺崋山 -崋山の叡智にふれて-」 

の３つの企画展が開催され、うち高志の国文学館・田原市博物館に対しては要請を受けて協力を 

行ない、パネル・資料・映像等を貸し出した他、財団・センターとして協力団体として名前を掲 

出しました。高志の国文学館では当センターオリジナルグッズの委託販売にも協力しております。 

 その他例年同様、東京都北区中央図書館「ドナルド・キーンと平和展」への協力として展示パ 
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ネル(キーン先生アメリカ海軍時代の写真パネル２枚)を貸出しました。 

   ８月１日(火)～８月３１日(木)     

   会場：北とぴあ地下展示ホール(東京都北区・８月１日～６日)、北区中央図書館ドナルド・ 

      キーンコレクションコーナー(東京都北区・８月７日～３１日) 

主催：北区中央図書館・北区図書館活動区民の会 

  

４．教育活動 

   本年度のドナルド・キーン・センター柏崎の運営事業に関連した教育活動は、(２）地域との

連携事業に記載の通りですが、その他褒賞事業である「公益財団法人ブルボン吉田記念財団文

学・平和アワード」作品募集に関係して、柏崎市立第一中学校３年生のセンター来館・見学及び

感じたこと等を文章化する活動(課外授業)が５月１８日(木)に行われました。 

   

５．書籍の寄贈 

   今年度においては、福島県双葉郡双葉町・同郡楢葉町・同郡富岡町・同郡大熊町に対してのキ

ーン先生著作本の寄贈は実施しておりませんが、９月に制作発刊した１０周年記念誌「公益財団

法人ブルボン吉田記念財団 ドナルド・キーン・センター柏崎 １０年のあゆみ」を、１２月ま

でに法人賛助会員企業・官公庁及び関係施設・市内中高校・関係者・個人賛助会員・主要ボラン

ティア・文学平和アワード受賞者等合計６５０件以上に挨拶状を添えてお届け・発送しました。

お礼状なども５０件以上から頂戴しました。 

 

６．広告・広報活動 

  展示、普及事業の告知及び取材、広告出稿を行いました。  

① 広報活動 

  ・特別企画展「未来への伝言 高橋義樹、ドナルド・キーンの太平洋戦争」ポスター、 

チラシの作成と配布                               １回 

  ・１０周年記念イベントポスター、チラシの作成と配布                ２回 

  ・普及事業のチラシの作成と配布                         ３５回 

  ・ホームページの更新 (お知らせページ更新)                  １１５回 

  ・新聞、雑誌掲等載件数(連載記事含む)                     １１４件 

 他、新潟日報「県内主要美術館・博物館ガイド」「こしじガイド」等への掲載     ２２回 

 柏崎日報「催し物コーナー」「暮らしの情報サービス」等への掲載         ２１８回 

・テレビ・ラジオ情報掲出(twitter・facebook等含む)                  ４１件 

② 広告活動 

  ・柏崎コミュニティー放送(４月～３月)                        ２４回 

「柏崎発信！ドナルド・キーンの世界」平成２６年７/２５～毎週金曜日１３：３０～１０分間 

・柏崎コミュニティー放送広告(年賀広告含む)                   ９６回 

・広告掲載  新聞広告                             ５８回 

・雑誌ｋｏｍａｃｈｉへの広告掲載・にいがた経済新聞(Web)             ２回                        

・ＮＳＴ新潟総合テレビ柏崎紅葉ウォーキング企画への協賛 

(センター名掲出告知スポット１０/１６～１１/中旬にて１５秒：５３本・３０秒：１１本、 

計６４本露出、商品買上メリットとしてＤＫＣトートバッグ５０個あり) 
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７．褒賞事業 

   財団設立・センター開館１０周年の節目となる２０２３年度長年の課題であった褒賞事業の実 

  施に取り組み、「公益財団法人ブルボン吉田記念財団文学・平和アワード」を実施しました。 

   ２０２２年１２月に実施内容の公表の後、２０２３年２月１日から作品応募を開始しました。 

２０２３年４月以降の主な活動は以下の通りです。 

 ・４月  作品募集告知のため新聞広告の他、公募等情報 webサイトや新潟日報の webサイト等 

への PR・露出展開、市内中高校・大学等への訪問による紹介活動実施 

  ・５月  一般応募締切・市内中高校からの学校経由応募締切延長(５月３１日まで) 

  ・６月  定時評議員会・第２回理事会にて状況報告、事務局にて一次審査・選考、その結果(作 

品コピー)及び今後の進行スケジュール等を審査委員に報告・連絡 

  ・７月  審査委員より評価シートを提出いただき、共有するとともに最終審査会スケジュール 

       確定、理事長報告 

  ・８月  ８月７日新潟市内で最終審査会開催、各部門最優秀賞・優秀賞受賞作品内定、理事長 

報告の上各理事に報告・書面決議(８月２５日付)にて審査結果の承認を得る。受賞者 

に事前連絡・了解を得た上で、８月３０日に「受賞作品のお知らせ」プレスリリース 

  ・９月  １０月２２日開催「公益財団法人ブルボン吉田記念財団文学・平和アワード表彰式・ 

記念鼎談会」告知ポスター・チラシ等配布・発送開始、受賞者との事前摺合せ・表彰 

式出席要請 

  ・１０月 表彰式表彰状・記念楯・副賞等事前準備、１０月２２日柏崎市市民プラザ波のホール 

にて「公益財団法人ブルボン吉田記念財団文学・平和アワード表彰式・記念鼎談会」 

開催、「受賞作品集」作成・アワード表彰式にて配布の他関係者等へ発送  

  ・１１月 財団２０２３年度第３回理事会にて事業概要報告、また次回開催について相談をし、 

２０２４年度も継続実施にて企画を進めることとなる  

  ・２０２４年３月 

       財団２０２３年度第４回理事会にて「第２回ブルボン吉田記念財団文学・平和アワー 

ド」実施要項の承認をいただき、継続実施となる 

併せて理事会にていただいた意見・提案等を反映して、告知物を制作し関係先等 

１， １１０件に送付の他、３月２９日に財団・センターＨＰに募集告知・応募フォー 

ム等の掲載を行なった   

 

以上 
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【公益事業②】          

  公益事業②については、教育及び文化・芸術・体育等の振興に関する助成・協賛を行い、広く教

養の向上及び心身の健全な発展に寄与することを目的に、「奨学金の貸与」「文化芸術・スポーツ振

興に対する助成事業」を実施しております。 

（１）奨学金の貸与 

人員(３月末現在) ４月～３月貸与額 ４月～３月返還額 

大学院 2 年生 １名(30,000 円) 

大学院１年生 １名(30,000 円)※1 

６年生   １名(30,000 円)※2 

５年生   １名(30,000 円)※3 

４年生  １６名(30,000 円)※4 

３年生  ２２名(30,000 円)※5 

２年生  ２３名(30,000 円)※6.7.8 

１年生  ２５名(30,000 円)※9 

     ９０名(前年同期：９４名) 

合計 

33,390,000円 

(前年同期：33,990,000 円) 

127名 

27,252,470 円 

(前年同期：126 名 

29,306,000 円） 

 ※1 大学院１年生は、海外の大学院進学により４月から６月の間休止し、７月より貸与再開した 

    １名 

※2 ６年生は、留学による休止から貸与再開（２０２２年４月）した１名 

※3 ５年生は、薬学部の１名 

※4 ２０２３年４月より留学による休学のため貸与を休止した 1名を除く 

※5 ２０２３年８月にて経済的に安定したため、貸与辞退 1名 

※6 ２０２３年５月にて経済的に安定したため、貸与辞退１名 

※7 ２０２３年５月にて退学により、貸与辞退１名 

※8 ２０２４年２月にて退学により、貸与辞退１名 

※9 ２０２３年１１月にて体調不良による休学のため貸与を休止した２名を除く 

・３月１５日  ２０２３年度から奨学金返還を開始する１４名に「奨学金返還指示書」を、２０

２３年度で奨学金貸与が終了する２０名に「奨学金返還のしおり・奨学金借用証

書」等を、２０２３年度奨学金継続貸与予定者７１名に「奨学金継続願」を送付 

・４月 ２日  合格者２６名に対し採用決定通知を発送 

・４月１０日  繰上げ合格者１名に対し採用決定通知を発送 

 ・９月２４日  対象地域の学校長・奨学生担当教諭宛(計８３２校)に、第４８回(２０２４年度)

奨学生募集要項を発送 

         新潟県 １４０校、山形県 ７７校、長野県 １２９校、福島県 １１８校、 

         青森県 ７９校、秋田県 ７２校、岩手県 ９５校、宮城県 １２２校 

 ・９月２８日  第４８回(２０２４年度)奨学生募集要項を財団ＨＰに掲載 

 ・１１月１３日 財団２０２３年度第３回理事会にて、「奨学金貸与規程」改訂及び第４８回(２０ 

２４年)奨学生選考委員の委嘱について承認を得る 

 ・１１月２５日 奨学金返還中の１２７名に「奨学金返還期日のお知らせ」を発送 

 ・１２月３１日 第４８回(２０２４年度)奨学生応募締切 

 ・２０２４年１月２０日・２２日 

         第４８回(２０２４年)奨学生選考委員会開催 ６県１８校２３名の応募者を全員 

一次合格者とし、募集定員に未達であるとともに大学不合格・奨学金貸与辞退者 
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が毎年一定数あることから、上記８３２校に対し募集人数若干名・応募締切２月 

末日として奨学生二次募集を行なうこととした 一次合格者については２２日に 

該当高等学校及び本人に通知 

・２月５日・７日 

 ２０２３年度未返還者及び返還予定額に対して残高のある９名に、３月３１日を 

納付期限とした「奨学金返還期日のお知らせ」を発送 

・２月２９日  二次募集締切６県１２校１４名の応募あり 

・３月１日～６日 

奨学生選考委員に二次募集出願者名簿を発送・選考 

・３月８日   全奨学生選考委員による選考を基に、二次募集出願者１４名を全員一次合格と決

定し、理事長の承認を得た 

・３月１２日  二次募集の該当高等学校及び本人に一次選考結果を通知 

 ・３月１５日  ２０２４年度から奨学金返還を開始する１８名に「奨学金返還指示書」を、２０ 

２４年度奨学金継続貸与者７３名に「奨学金継続願」を発送 

 

（２）文化芸術・スポーツ振興に対する助成事業                   

 ・３月１４日  財団ＨＰにて「２０２３年度文化・スポーツ助成事業」募集要項を掲載 

 ・５月１１日  文化芸術振興事業２９件・スポーツ振興事業１２件の申請があり、５月２９日の 

第 1回理事会での選考では時間が要することから、申請書他一式資料を事前に各 

理事宛に送付し、５月２２日までに選考結果を事務局宛提出いただき、それを集 

計し上位を理事会にて報告の上、選考結果として承認をいただく形にて進行する 

こととした 

 ・５月２９日  第 1回理事会にて、以下文化芸術振興事業助成２件、スポーツ振興事業助成２件 

         を選考、なお助成金は各１００，０００円とした 

         〇文化芸術振興助成事業： 

         ・団体名 柏崎植物友の会(新潟県) 

          事業名 柏崎・刈羽オープンガーデン 

・団体名 緑翔会(東京都) 

          事業名 出前授業「能楽ことはじめ」  

         〇スポーツ振興助成事業 

         ・団体名 NPO法人子どもネットワークセンター天気村(滋賀県) 

          事業名 あっ！走れ 誰でも いつでも どこでもマラソン大会 

         ・団体名 都筑区障害者事業所ネットワークてつなぎつづき(神奈川県) 

          事業名 ROOTS.てつなぎつづき交流スポーツ大会 

 ・５月３１日  上記４団体に対し、交付決定通知書を発送 

 ・６月３０日  柏崎植物友の会(新潟県)・NPO法人子どもネットワークセンター元気村(滋賀県)・ 

都筑区障害者事業所ネットワークてつなぎつづき(神奈川県)の３団体に対し助成 

金交付(振込) 

 ・１０月３１日 緑翔会(東京都)に対し助成金交付(振込) 

 ・１１月１７日 NPO法人子どもネットワークセンター天気村(滋賀県)より事業報告書他が提出さ 

れる 

 ・１２月２５日 緑翔会(東京都) より事業報告書他が提出される 
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 ・１月２０日  都筑区障害者事業所ネットワークてつなぎつづき(神奈川県) より事業報告書他 

が提出される 

 ・３月１１日  財団２０２３年度第４回理事会にて報告の後、翌日財団ＨＰにて「２０２４年度 

文化・スポーツ助成事業」募集要項を掲載 

以上 

 

【収益事業】           

 収益事業は「ドナルド・キーン・センター柏崎」でのオリジナルグッズ販売事業です。  

（１）４月～３月末現在の売上実績        ６１２，１２３円(１日当３，１８８円) 

   ※高志の国文学館物販分７５，３３０円を含む(除くと５３６，７９３円・1 日当２，７９６円) 

            買上人数             ３６３人 

            購入者１人当単価       １，６８６円            

以上 

 

 

【財団の運営に資する主な活動の報告】        

（１）主要な会議 

①  理事会 

開 催 年 月 日 議    事    事    項 会  議  の  結  果 

第 1 回理事会 

2023 年 5 月 29 日 

㈱ブルボン統合研修セン

ター大ホール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２回理事会 

2023 年 6 月 19 日 

㈱ブルボン統合研修セン

ター大ホール 

 

第 1 号議案 

2022 年度決算報告において、特定費用準

備資金の積増しとしてとして 11,500 千

円を計上することについての承認の件 

第 2 号議案 

2022 年度事業報告書、貸借対照表、正味

財産増減計算書及び財産目録承認の件 

第 3 号議案 

 公益事業 2 文化芸術・スポーツ振興事

業助成選考の件 

第 4 号議案 

 理事候補 9 名選任の件 

第 5 号議案 

 監事候補 2 名選任の件 

第 6 号議案 

 定時評議員会の招集通知の件 

第 7 号議案 

 財団が所有する株式の議決権行使に関す

る件 

その他報告相談事項に関する件 

(1)2023 年度事業計画、年間活動計画他に

ついての報告 

(2)企画展示室・収蔵スペース新設計画につ

いて 

(3)財団設立・センター開館 10 周年記念イ

ベントの運営外部委託検討について 

 

(4)公益財団法人ブルボン吉田記念財団文

学・平和アワード応募状況について 

 

第 1 号議案 

 理事長選定の件 

その他報告相談事項に関する件 

(1) 財団設立・センター開館 10 周年関係記

念イベントについての報告 

 

原案のとおり承認されました。 

 

 

 

原案のとおり承認されました。 

 

 

原案のとおり承認されました。 

 

 

原案のとおり承認されました。 

 

原案のとおり承認されました。 

 

原案のとおり承認されました。 

 

原案の通り承認されました。 

 

 

事務局より報告説明がありました。 

 

事務局より報告説明がありました。 

 

事務局より報告がありました。全体費用

の提示・映像記録の責任明確化等の意見

がありました。 

事務局より報告説明がありました。 

 

 

 

原案のとおり承認されました。 

 

事務局より報告説明がありました。出席

理事から記録撮影や外部マスコミの撮
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書面決議による理事会 

2023 年 8 月 25 日 

※書面決議にて行ない 

 ました 

第３回理事会 

2023 年 11 月 13 日 

㈱ブルボン統合研修セン

ター大ホール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４回理事会 

2024 年 3 月 11 日 

㈱ブルボン統合研修セン

ター大ホール 

 

 

 

 

(2)公益財団法人ブルボン吉田記念財団文

学・平和アワード作品応募状況及び今

後の進行についての報告 

(3)高志の国文学館ドナルド・キーン展内容

及び協力依頼についての報告 

 

 

第 1 号議案 

 公益財団法人ブルボン吉田記念財団文

学・平和アワード最終審査結果について

の承認の件 

 

 

第 1 号議案 

 「奨学金貸与規程の一部改訂について」

の承認の件 

第 2 号議案 

 奨学生選考委員委嘱の件 

その他報告相談事項に関する件 

(1)2023 年度 4 月～10 月事業報告について 

(2)2023 年度資金使用状況(4 月～10 月)に

ついて 

(3)財団設立・センター開館 10 周年記念事

業報告について(相談事項：文学・平和ア

ワードの今後の展開について) 

 

(4)2024 年度企画展・新講座について 

(5)奨学金管理システムについて 

(6)2023 年度第 4 回理事会の開催について 

(7)直近の報告事項・2024 年度年賀状につ

いて 

 

 

第 1 号議案 

 2024 年度事業計画(案)の承認の件 

第 2 号議案 

 2024 年度収支予算(案)の承認の件 

第 3 号議案 

 第 2 回ブルボン吉田記念財団文学・平和

アワード実施要項(案)の承認の件 

第 4 号議案 

 財団奨学金貸与規程改訂(案)の承認の

件 

その他報告相談事項に関する件 

(1)2023 年度事業報告・資金使用状況につ

いて 

(2)2024 年度奨学生選考委員会及び合格者

について 

(3)文化芸術・スポーツ等の振興活動につ

いての助成について 

(4)2024 年度理事会・評議員会の開催につ

いて 

(5)センターリニューアルについて 

(6)その他・直近の報告事項 

影・上映に関しての権利の問題等につい

ての提案があり、今後対応を図っていく

こととしました。 

事務局より報告説明がありました。 

 

 

事務局より報告説明がありました。出席

理事より当センター保有の映像・画像デ

ータ保管についての問題提起があり、今

後検討を継続することとしました。 

 

8 月 7 日開催の最終審査会にて審査・選

考された審査結果について承認されま

した。 

 

 

 

原案のとおり承認されました。 

 

 

原案のとおり承認されました。 

 

 

事務局より報告説明がありました。 

事務局より報告説明がありました。 

 

事務局より報告説明がありました。アワ

ードについては 2024 年度も継続実施す

る方向で第 4 回理事会に議案として呈

上することとなりました。 

事務局より報告説明がありました。 

事務局より報告説明がありました。 

事務局より報告説明がありました。 

事務局より報告説明がありました。 

 

 

 

原案のとおり承認されました。 

 

原案のとおり承認されました。 

 

一部追加事項の提案があり、それを加え

て原案のとおり承認されました。 

 

一部文言修正の提案があり、それを加え

て原案のとおり承認されました。 

 

事務局より報告説明がありました。 

 

事務局より報告説明がありました。 

 

事務局より報告説明がありました。 

 

事務局より報告説明がありました。 

 

事務局より報告説明がありました。 

事務局より報告説明がありました。 
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② 評議員会 

開 催 年 月 日 議    事    事    項 会  議  の  結  果 

2023 年度 

定時評議員会 

2023 年 6 月 19 日 

㈱ブルボン統合研修セン

ター大ホール 

 

第 1 号議案 

2022 年度貸借対照表、正味財産増減計算

書及び財産目録承認の件 

第２号議案 

 理事 9 名選任の件 

第 3 号議案 

 監事 2 名選任の件 

その他報告事項に関する件 

(1)2022 年度事業報告について 

(2)2023 年度事業計画及び収支予算書につ

いて 

(3)2023 年度年間活動計画について 

(4)直近の報告事項について 

原案のとおり承認されました。 

 

 

原案のとおり承認されました。 

 

原案のとおり承認されました。 

 

理事会にて承認された事項について 

事務局より、報告がありました。 

③  奨学生選考委員会 

開 催 年 月 日 議    事    事    項 会  議  の  結  果 

(第 47 回(2023 年 4 月進

学)選考委員会） 

2023 年 1 月 21 日 

㈱ブルボン統合研修セン

ター大ホール 

第 48回(2024年 4月進学) 

奨学生選考委員会 

2024 年 1 月 20 日 

㈱ブルボン統合研修セン

ター大ホール 

 

出願者 28 名についての選考 

 

 

 

 

 

 

 

出願者 23 名についての選考 

 

 

各委員の意見を参考にし、大学不合

格・奨学金貸与辞退者が例年一定数あ

ること等を考慮し、一次合格者を27名

とし、残り 1 名を補欠候補者として選

考しました。 

 

 

 

各委員の意見を参考にし、大学不合

格・奨学金貸与辞退者が例年一定数あ

ること等を考慮し、出願者 23 名を全

員一次合格とし、出願のあった 18 校

を含む全 832 高校に対し、募集人数若

干名・募集締切 2/末として奨学生二次

募集を行なうこととしました。 

 

 

（２）運営・組織に関する報告 

 ・３月２４日  ２０２３年度第１回理事会開催日を５月１５日から５月２９日に変更、文書連絡 

            ２０２３年度事業計画書・収支予算書他必要書類一式を内閣府へ電子申請 

 ・４月 ７日   時間外労働・休日労働に関する協定届、１年単位の変形労働時間制に関する協定 

届等について、長岡労働基準監督署へ届出 

 ・５月２９日  ２０２３年度第１回理事会開催 

 ・６月１９日  ２０２３年度第２回理事会・２０２３年度定時評議員会開催 

 ・６月２６日  ２０２２年度決算報告・事業報告他必要書類一式を内閣府へ電子申請 

 ・８月１７日  財団役員についての変更登記完了 

 ・８月２５日  文学・平和アワード最終審査結果の承認を書面決議による理事会にて承認 

 ・９月１６日  受付人員強化・代替対応のためパート契約職員 1名新規採用 

 ・１１月１３日 ２０２３年度第３回理事会開催 

 ・１２月１３日 公益財団法人公益法人協会「情報公開/電子公告」共同サイトへ財団貸借対照表 

(５年間分)・２０２２年度事業報告書を掲出 

 ・２０２４年１月１９日 

         柏崎市財務部税務課へ令和６年度償却資産申告書を提出 
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 ・２０２４年３月１１日 

         ２０２３年度第４回理事会にて吉田理事長の館長兼務を解き、新たにセンター館 

長に吉田眞理理事が就任すること及び中津義人理事のセンター副館長の勇退が報 

告される 

 ・２０２４年３月２６日 

         ２０２４年度事業計画・収支予算書及び設備投資の見込について、内閣府へ電子 

申請 

 

（３）賛助会員・寄付金状況      

  別紙②の通りです。 

  ドネーションボックス（特別企画展設置）内寄付金額 

  ２０２３年４月～３月      ４３，６７８円 

 

  ※上記の寄付金は「正味財産増減計算書」内の「受取寄付金」に含まれます。                  

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



14 

 

２０２３年度奨学事業に関する事業報告書 

（２０２３年４月１日から２０２４年３月３１日まで） 

１．事業の概要 

（１）  ２０２３年４月進学（第４７回）奨学生採用決定（２０２３年３月３１日） 

対  象  者 採 用 計 画 採 用 決 定 

大  学  生 ２５名 ２７名 

（２）  奨学金貸与（４月１４日から貸与開始、第４７回奨学生は４月下旬に４・５月２か月分開始） 

対象者 人  数 １  名  当  り  貸  与  額 当年度貸与額 

大学院生 

大 学 生 

９５名 

(６月より９３名) 

（７月より９４名） 

（９月より９３名） 

（１２月より９１名） 

（３月より９０名） 

大学院(1)・２年生 

１・２・３・４・５・６年生 ９5 名 

大学院１・２年生 

１・２・３・４・５・６年生 

月額 30,000 円 

年額 360,000円 33,３９０,000円 

 ※1 大学院１年生は海外の大学院進学により４月から６月の間休止し７月より貸与再開した１名 

※2 ６年生は、留学による休止から貸与再開（２０２２年４月）した１名 

※3 ５年生は、薬学部の１名 

※4 ２０２３年４月より留学による休学のため貸与を休止した 1名を除く 

※5 ２０２３年５月にて経済的に安定したため、貸与辞退１名 

※6 ２０２３年５月にて退学により、貸与辞退１名 

※7 ２０２３年８月にて経済的に安定したため、貸与辞退 1名 

※8 ２０２３年１１月にて体調不良による休学のため貸与を休止した２名を除く 

※9 ２０２４年２月にて退学により、貸与辞退１名 

（３）  ２０２４年４月進学（第４８回）奨学生募集 

① 募集計画数  大学生  ２５名 

② 募集活動 

          ・対  象  校      高等学校８３２校 

 新潟県１４０校、山形県７７校、長野県１２９校、福島県１１８校 

 青森県７９校、秋田県７２校、岩手県９５校、宮城県１２２校 

          ・募集要項発送     ９月２４日 

          ・応 募 締 切    １２月３１日 

③ 出願者及び選考（第一次選考委員会、２０２４年１月２０日） 

    ・応募者数６県１８校２３名にて全員第一次合格者とし、該当高等学校及び本人に通知 

     更に募集人数若干名・応募締切２月末日として奨学生二次募集を実施 

 ・２月２９日 二次募集締切６県１２校１４名の応募あり 

 ・３月１日～６日 二次出願者一覧を選考委員５名に郵送にて送付・選考 

・３月８日 全選考委員による選考に基づき、二次募集出願者１４名全員を合格と決定し、

理事長の承認を得た 

    ・３月１２日 二次募集の該当高等学校及び本人に一次選考結果を通知  
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  対象者 採用計画 出願者 １  次  合  格 採用決定(３月３１日現在) 

大学生 ２５名 

一次出額 

２３名 

二次出願 

１４名 

２３名（一次出願） 

１４名（二次出願） 

３７名 

うち、一次出願者より 

２名辞退 
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２０２４年４月進学（４８回）奨学生採用者名簿（３５名） 

奨学生番号 性別 出身高等学校 進学大学(学部もしくは学科) 

６７９ 男 福島県立郡山北工業高等学校 
神奈川工科大学 
工学部機械工学科 

６８０ 女 新潟県立新発田商業高等学校 
桐生大学 
医療保健学部栄養学科 

６８１ 男 青森県立黒石高等学校 
青森中央学院大学 
経営法学部経営法学科 

６８２ 女 佐久長聖高等学校 
女子美術大学 
芸術学部アート・デザイン表現学科 

６８３ 女 宮城県中新田高等学校 
東北福祉大学 
総合福祉学部社会福祉学科 

６８４ 男 新潟県立高田高等学校 
慶應義塾大学 
商学部 

６８５ 女 仙台市立仙台青陵中等教育学校 
早稲田大学 
政治経済学部経済学科 

６８６ 男 東北高等学校 
立命館大学 
経営学部経営学科 

６８７ 女 佐久長聖高等学校 
津田塾大学 
総合政策学部総合政策学科 

６８８ 女 青森県立五所川原高等学校 
東北医科薬科大学 
薬学部薬学科 

６８９ 男 福島県立福島商業高等学校 
仙台大学 
体育学部体育学科 

６９０ 男 福島県立安積高等学校 
新潟大学 
工学部工学科力学分野 

６９１ 男 中越高等学校 
新潟薬科大学 
薬学部薬学科 

６９２ 男 新潟県立新潟商業高等学校 
神奈川大学 
経営学部国際経営学科 

６９３ 女 千葉学園高等学校 
東北生活文化大学 
家政学部家政学科 

６９４ 男 東京学館新潟高等学校 
新潟医療福祉大学 
リハビリテーション学部義肢装具自立支援学科 

６９５ 女 
柴田学園大学附属 
柴田学園高等学校 

東京富士大学 
経営学部経営学科 

６９６ 女 秋田県立新屋高等学校 
東北文化学園大学 
現代社会学部現代社会学科 

６９７ 男 東北高等学校 
東海大学 
理学部情報数理学科 

６９８ 女 新潟県立柏崎高等学校 
鎌倉女子大学 
教育学部教育学科 
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奨学生番号 性別 出身高等学校 進学大学(学部もしくは学科) 

６９９ 女 宮城県石巻高等学校 
東北福祉大学 
総合福祉学部社会福祉学科 

７００ 男 中越高等学校 
新潟工科大学 
工学部工学科 

７０１ 男 宮城県仙台向山高等学校 
筑波大学 
理工学群数学類 

７０２ 男 東京学館新潟高等学校 
新潟大学 
工学部工学科化学材料分野 

７０３ 男 長野県松本県ケ丘高等学校 
横浜国立大学 
経済学部経済学科 

７０４ 女 新潟県立高田南城高等学校 
尚美学園大学 
芸術情報学部情報表現学科 

７０５ 男 長野県諏訪二葉高等学校 
東京経済大学 
経営学部経営学科 

７０６ 男 中越高等学校 
名城大学 
人間学部人間学科 

７０７ 男 日本大学山形高等学校 
流通経済大学 
スポーツ健康科学部スポーツ健康科学科 

７０８ 女 東京学館新潟高等学校 
日本大学 
芸術学部文芸学科 

７０９ 男 新潟県立高田南城高等学校 
帝京大学 
経済学部経済学科 

７１０ 女 新潟県立新発田商業高等学校 
目白大学 
保健医療学部言語聴覚学科 

７１１ 男 秋田県立能代科学技術高等学校 
岩手医科大学 
薬学部 

７１２ 女 東京都市大学塩尻高等学校 
東洋大学 
経済学部国際経済学科 

７１３ 男 中越高等学校 
群馬パース大学 
医療技術学部放射線学科 
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２０２４年４月進学（４８回）奨学生 

奨学生採用実績および次年度採用案 

 
第 36回 

24/4 

第 37回 

25/4 

第 38回 

26/4 

第 39回 

27/4 

第 40回 

28/4 

第 41回 

29/4 

第 42回 

30/4 

第 43回 

2019/4 

第 44回 

2020/4 

第 45回 

2021/4 

大学生 20 名 20 名 25 名 21 名 24 名 11 名 25 名 24 名 19 名 25 名 

 

第 46回 

2022/4 

第 47回 

2023/4 

第 48回 

2024/4 

第 49回 

2025/4 

28 名 27 名 35 名 25 名 

 

奨学生在学者数 

年    度 大学生 年    度 大学生 年    度 大学生 年    度 大学生 

平 18年度 54名 平 23年度 65名 平 28年度 88名 2021年度 89名 

平 19年度 53名 平 24年度 70名 平 29年度 80名 2022年度 96名 

平 20年度 52名 平 25年度 77名 平 30年度 81名 2023年度 95名 

平 21年度 55名 平 26年度 84名 2019年度 85名 2024年度 110名 

平 22年度 59名 平 27年度 84名 2020年度 80名  

※２０２４年度の在学者数には、２０２４年４月１日時点において奨学金貸与を休止している１名を除いてあります。 

 

卒業者数（２０２４年３月卒業生まで） 

大 学 院 １名（うち中途辞退者等 ０名） 

大    学 ５８７名（うち中途辞退者等３７名） 

高    専    １３名（うち中途辞退者等 １名） 

合    計 ６０１名（うち中途辞退者等３８名） 

 

卒業者就職状況（中途辞退者を含む）                     単位 名 

 21

年 

22

年 

23

年 

24

年 

25

年 

26

年 

27

年 

28

年 

29

年 

30

年 

2019 

年 

2020 

年 

2021 

年 

2022 

年 

2023 

年 
計 

比率 

(％) 

建 設 業           1 1     1  1  1  5 1.9 

製 造 業 1   2 1 2 1 1 1 2 2 1 1  1 1 17 6.3 

公 務 ・ 団 体 1   1 2 1 1 4 2     1 3 1 1  18 6.7 

教 職 員 1 1   1 1   1   2   1 1  1  10 3.7 

金融･保険･証券     2   2     4     4 1 1 2 2 18 6.7 

運 輸 ・ 通 信             3 1 1 2 3 4 4 3 1 22 8.2 

電 力 ・ ガ ス                            

卸 売 ・ 小 売 業 1       4 1 1 1 1 4 1 1 3  4 22 8.2 

医 療 ・ 福 祉   1 3 2   3 2 2 3 1 1 2  5 3 28 10.4 

そ の 他 5 5 4 6 2 2 3 3 4 5 3 6 1 4 8 61 22.7 

進 学 等 3 3 2 1 1 3 1   2 7 2 2 1  3 31 11.5 

不 詳 ・ 死 亡 1 2   2 1 3 4 4   4 3 2 4 3 4 37 13.7 

計 13 12 14 15 14 15 21 18 15 26 20 24 15 21 26 269 100.0 
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２０２３年度（２０２３年４月～２０２４年３月）奨学金貸付および返還状況 

  人数 
2022 年度 3 月末

貸付残高 
当年度貸付 当年度返還 

2023 年度 3 月末  

貸付残高 

貸

与

終

了

者

① 

2010/3 卒 1 345,000 0 20,000 325,000 

2011/3 卒 2 681,000 0 195,000 486,000 

2012/3 卒 2 490,000 0 130,000 360,000 

2013/3 卒 4 1,147,000 0 402,000 745,000 

2014/3 卒 3 572,000 0 316,000 256,000 

2015/3 卒 10 3,430,330 0 871,670 2,558,660 

2016/3 卒 10 3,842,000 0 1,122,000 2,720,000 

2017/3 卒 15 7,142,000 0 1,724,000 5,418,000 

2018/3 卒 13 10,613,000 0 2,143,000 8,470,000 

2019/3 卒 15 12,562,000 0 3,350,000 9,212,000 

2020/3 卒 17 19,300,000 0 3,072,000 16,228,000 

2021/3 卒 15 15,302,000 0 3,294,800 12,007,200 

2022/3 卒 16 22,632,000 0 4,848,000 17,784,000 

2023/3 卒 25 33,030,000 0 5,764,000 27,266,000 

小計 148 131,088,330 0 27,252,470 103,835,860 

在 

校 

生 

② 

第 42 回 2 2,940,000 720,000 0 3,660,000 

第 43 回 1 2,880,000 630,000 0 3,510,000 

第 44 回 16 18,360,000 5,760,000 0 24,120,000 

第 45 回 23 16,560,000 8,070,000 0 24,630,000 

第 46 回 26 9,360,000 8,730,000 0 18,090,000 

第 47 回 27 0 9,480,000 0 9,480,000 

小計 95 50,100,000 33,390,000 0 83,490,000 

合計 243 181,188,330 33,390,000 27,252,470 187,325,860 

（注）①貸与終了者には中途辞退者を含み、返還完了者は除いてあります。 

   ②2023年 4月 1日時点における休止者について、在校生の人数からは除いてありますが、 

貸付残高には含まれています。 

    第 43回生 2023年 7月 15日付で 1名大学院進学により貸与復活（1名→2名） 

    第 45回生 2023年 8月 15日付で 1名辞退により貸与終了（23名→22名） 

    第 46回生 2023年 5月 15日付で 2名辞退により貸与終了（26名→24名） 

    第 46回生 2024年 2月 15日付で 1名辞退により貸与終了（24名→23名） 

第 47回生 2023年 11月 15日付で 2名休学により貸与休止（27名→25名） 

                                         以上 

 

 


